
日本は「100年水道Jを維持できるか (大阪市水道局庭
窪浄水場)

０
１
９
年
４
月
に
料
金
の

改
定
を
申
請
し
た
全
国
５‐

水
道
事
業
体
の
う
ち
３７
自

治
体
で
値
上
げ
が
承
認
さ
れ
た
。
続
々

と
全
国
で
値
上
げ
が
進
行
し
て
い
る
。

例
え
ば
埼
玉
県
熊
谷
市

（給
水
人
ロ
ー９

万
２
４
５
０
人
、
１６
年
度
）
で
は
、
１９

年
ぶ
り
に
、
今
年
の
４
月
１
日
か
ら
平

均
１９

・
５
％
値
上
げ
し
た
。

そ
の
理
由
は
人
目
減
少
に
よ
る
料
金

収
入
の
減
少
、老
朽
化
施
設
の
増
加
（老

朽
化
施
設
を
計
画
的
に
更
新
す
る
た
め

に
は
、
１
年
当
た
り
現
在
の
２
倍
、
約

３０
億
円
の
費
用
が
必
要
）
で
あ
る
。
京

都
府
宮
津
市

（給
水
人
ロ
ー
万
８
０
０

０
人
）
で
は
、
９
年
ぶ
り
に
３３
％
の
料

金
値
上
げ
を
決
め
た
。　
一
般
的
な
４
人

家
族
の
使
用
量

（鋤
立
方
済
）
で
月
額

８
５
１
円
の
値
上
げ
と
な
る
が
、
も
し

水
道
料
金
を
改
定
し
な
い
場
合
は
約
１０

年
後
の
”
年
度
ま
で
に
累
積
赤
字
が
１３

億
３
５
０
０
万
円
に
達
す
る
。

料
金
格
差
は
全
国
で
８
倍

全
国
の
水
道
事
業
体
の
５２
％
は
、
原

価
割
れ

（給
水
販
売
価
格
が
製
造
原
価

よ
り
低
い
）、
つ
ま
り
赤
字
体
質
で
あ
る

（厚
生
労
働
省
「水
道
ビ
ジ
ョ
ン
し
。
特

に
水
道
管
の
耐
用
年
数

（寿
命
）
は
約

韓
年
と
さ
れ
て
い
る
が
、
既
に
日
本
全

体
で
１５
％
の
配
管

（延
べ
長
さ
１０
万
キ
ロ

覇
、
地
球
２
周
半
分
）
が
老
朽
化
を
迎

え
て
い
る
。

実
際
、
年
間
２
万
件
の
漏
水
事
故
が

発
生
し
て
い
る
。
老
朽
管
を
更
新
す
る

費
用
は
、
１
キ
ロ厨
当
た
り
約
１
億
円
が

必
要
だ
。
現
在
の
配
管
の
更
新
率
は
全

国
平
均
０

・
７６
％
で
、
１
３
０
年
も
か

か
る
計
算
と
な
る
。
水
道
は
総
括
原
価

方
式

（全
て
の
費
用
を
水
道
料
金
で
賄

つヽ
）
な
の
で
、
値
上
げ
を
し
な
け
れ
ば

水道老朽化で値上げラッシユ
「現場無視J改正法0葬害も
ウイルス機の中、豊富な水道水で「手を洗える」日本人は

恵まれているが、この安心・安全な水道が維持できなくな
る懸念が高まつている。 吉村 和就

(グローパルウォータ 。ジャノくン代表)

水
道
事
業
が
成
り
立
た
な
い
の
だ
。

人
口
減
少
に
よ
る
水
道
料
金
の
減
収

を
具
体
的
に
み
て
み
よ
う
。
過
去
１０
年

間
で
２
０
０
０
億
円
の
減
収
、
つ
ま
り

毎
年
２
０
０
億
円
ず
つ
収
入
が
減
少
し

て
い
る
。
さ
ら
に
製
造
工
場
の
海
外
移

転
や
節
水
機
器
の
普
及
、
さ
ら
に
地
下

水
ビ
ジ
ネ
ス

（大
田
需
要
者
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、
大
病
院
、
大
学
な
ど

が
自
前
で
水
供
給
）
の
台
頭
が
水
道
料

金
の
減
収
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

実
際
、
水
道
イ
ン
フ
ラ
維
持
に
は
、

今
の
水
道
料
金
は
安
す
ぎ
る
（図
）。
水

の
安
全
保
障
戦
略
機
構
と
新
日
本
有
限

責
任
監
査
法
人
が
１８
年
に
公
表
し
た
報

告
書

「人
口
減
少
時
代
の
水
道
料
金
は

ど
う
な
る
の
か
？
」
で
は
、
こ
れ
か
ら

の
日
本
の
水
道
を
維
持
し
て
ゆ
く
場

ム
ロ、
０
“
年
度
ま
で
に
、
全
国
の
水
道

事
業
体
の
お
よ
そ
”
％
が
水
道
料
金
の

値
上
げ
が
必
要
、
，
値
上
げ
率
は
全
国

平
均
で
％
％
、
中
に
は
水
道
料
金
が
５

倍
に
な
る
自
治
体
も
あ
る
―
―
と
指
摘

し
て
い
る
。

給
水
人
口
が
少
な
い
自
治
体
ほ
ど
水

道
料
金
は
高
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
他

の
公
共
料
金
、
電
気
、
ガ
ス
、
通
信
費

な
ど
と
比
べ
た
場
合
、
例
え
ば
ス
マ
ー

ト
フ
オ
ン
の
月
額
利
用
料
は
１
人
当
た

り
１
万
円
以
上
に
上
る
が
、
水
道
は
全

国
平
均
３
２
４
１
円
（３
～
４
人
家
族
）

で
、
１
人
当
た
り
月
額
約
１
０
０
０
円
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水道

で
あ
る
。

日
本
水
道
協
会
の
調
査

（１９
年
４
月

１
日
）
に
よ
る
と
、
家
事
用
”
立
方
房

使
用

（３
～
４
入
家
族
）
の
場
合
、
月

額
の
最
高
額
は
北
海
道
夕
張
市
の
６
８

４
１
円
、
最
低
は
兵
庫
県
赤
穂
市
の
８

５
３
円
と
８
倍
の
格
差
が
あ
る
。
全
国

平
均
料
金
３
２
４
１
円
と
比
較
し
て
も

２

・
１
倍
の
開
き
が
あ
る
。
こ
の
開
き

は
、
水
質
の
違
い
、
地
域
特
性
、
給
水

人
口
の
違
い
で
あ
る
。
水
質
が
良
く
、

平
坦
で
、
人
口
密
度
の
高
い
地
域
が
安

価
な
水
道
料
金
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
課
題
解
決
に
向
け
、
改
正
水

道
法
が
昨
年
１０
月
に
施
行
さ
れ
た
。
中

身
は
「責
任
の
明
確
化
、資
産
管
理

食
ア

ー
タ
化
）、
広
城
連
携
、
官
民
連
携
」
な

ど
で
あ
る
。

水
道
事
業
は
、
自
治
体
ご
と
に
、
自

分
の
行
政
区
城
内
で
行
う
こ
と
が
原
則

で
あ
る
が
、
い」れ
で
は
生
き
残
れ
な
い
。

近
接
し
た
自
治
体
同
士
で
連
携
し
、
給

水
人
口
を
増
や
し
経
営
効
率
を
上
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

広
域
連
携
で
は
、
岩
手
中
部
水
道
企

業
団

（北
上
市
、
花
巻
市
、
紫
波
町
を

合
わ
せ
て
の
給
水
人
口
、
約
２２
万
人
）

の
水
道
事
業
の
広
域
統
合
化
や
群
馬
東

部
水
道
企
業
国
の
官
民
連
携
事
業

（官

民
出
資
会
社
を
作
り
水
道
事
業
を
効
率

的
に
行
う
、
給
水
人
口
約
４５
万
人
）、
香

川
県
広
域
水
道
企
業
団

（県
内
８
市
８

町
の
統
合
、
給
水
人
口
約
％
万
人
）、
か

ず
さ
水
道
広
域
連
合
企
業
団

（千
葉
県

内
、
君
津
地
区
の
用
水
供
給
事
業
と
受

水
事
業
者

（４
市
、
給
水
人
口
は
３２
万

人
）
が
統
合
し
経
営
効
率
を
上
げ
て
い

ｚｅ
。官
民
連
携
で
は
、
「宮
城
型
コ
ン
セ
ツ

シ
ョ
ン
方
式
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
宮
城
県
が
行

っ
て
い
る
上
水

道
、
下
水
道
、
工
業
用
水
の
３
事
業
の

経
営
権
を
民
間
に
売
却
し
、
民
間
ノ
ウ

ハ
ウ
で
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
将
来
的
な

水
道
料
金
の
値
上
げ
を
抑
え
る
試
み
で

動
『
、
２２
年
度
か
ら
導
一入
す

　
　
ｍ
３５

民
間
と
の
契
約
期
間
は
２０

年
間
で
、
県
の
試
算
で
は
コ

ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
の
導
入

で
２
４
７
億
円
を
削
減
で
き

る
と
み
て
い
る
。
欧
州
で
よ

く
採
用
さ
れ
て
い
る
コ
ン
セ

ツ
シ
ョ
ン
方
式
で
あ
る
が
、

災
害
大
国
の
日
本
で
は
、
そ

の
災
害
対
策
を
ど
う
す
る
の

か
？
　
民
間
に
そ
の
責
を
す

べ
て
負
わ
せ
る
と
水
道
料
金

が
、
と
て
つ
も
な
く
高
額
に

な
る
恐
れ
が
あ
り
、
慎
重
に

取
り
組
む
こ
と
が
必
要
だ
。

民
間
出
資
が
主
体
で
ユ
ニ

ー
ク
な
の
は

「水
み
ら
い
広

島
」
で
あ
る
。
水
処
理
大
手

の
水
ｉ
ｎ
ｇ
害
企
ふ
都
港
区
）
が
６５
％
出

資
、
広
島
県
が
３５
％
出
資
で
１２
年
の
設

立
。
地
元
密
着
型
の
水
道
事
業
を
展
開

し
、
「地
域
と
と
も
に
、
水
の
み
ら
い
を

創
造
す
る
」
が
経
営
理
念
で
、
従
業
員

約
１
６
０
人
の
６２
％
は
地
元
採
用
で
、

ベ
テ
ラ
ン
か
ら
着
手
へ
の
技
術
継
承
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
水
道
技
術
は

経
験
工
学
と
も
い
わ
れ
、
ベ
テ
ラ
ン
の

経
験

ｏ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
着
手
に
継
承
す
る

こ
と
は
、極
め
て
重
要
で
あ
る
。
「水
み

ら
い
広
島
」
は
、現
在
広
島
県
内
の
呉
、

尾
道
、
江
田
島
、
廿
日
市
市
の
水
道
施

０１

　

　

５

設
の
維
持
管
理
も
受
託
し
て
い
る
。

職
員
４
入
以
下
が
多
数

た
だ
、
水
道
法
は
改
正
さ
れ
た
も
の

の
現
場
は
対
応
で
き
て
い
な
い
こ
と
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

全
国
１
３
８
１
事
業
体
の
う
ち
７
割

が
給
水
人
口
５
万
人
以
下
で
、
平
均
水

道
職
員
は
１２
人
、
最
も
事
業
体
数
の
多

い
給
水
人
ロ
ー
・
５
万
人
未
満
の
職
員

数
は
、
わ
ず
か
４
人

（１６
年
度
、
厚
労

省
調
べ
）、
こ
れ
で
は
日
々
の
仕
事
に
忙

殺
さ
れ
、
水
道
の
将
来
を
考
え
る
時
間

も
予
算
も
な
い
現
状
で
あ
る
。
実
に
給

水
人
ロ
ー
万
人
以
下
の
自
治
体
の
水
道

会
計
は
２２
％
が
赤
字

（公
営
企
業
決
算

状
況
調
査
）
で
あ
る
。
人
も
金
も
な
く
、

コ
ン
サ
ル
費
用
を
申
請
す
る
書
類
す
ら

作
成
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

日
本
の
水
道
を
こ
の
先
１
０
０
年
に

わ
た
っ
て
永
続
的
に
維
持
し
て
い
く
に

は
、Ｏ
安
す
ぎ
る
水
道
料
金
の
値
上
げ
、

２
自
治
体
同
士
の
広
城
連
携
、
統
合
化

の
推
進
、
（↓
官
民
連
携
の
促
進
、
（じ
入

工
知
能

（Ａ
Ｉ
）
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
（モ
ノ
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
を
用
い
た
経
営
効
率

化
、
（じ
地
方
銀
行
と
協
力
し
た
水
道
債

の
発
行
１
１
が
必
要
だ
。
国
民
の
生
命

に
直
結
し
た

「１
０
０
年
水
道
」
を
ど

う
持
続
可
能
に
す
る
の
か
、
知
恵
と
行

動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
ｃ　
　
　
　
Ｄ
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